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三木 勉

印
刷
部
数
11
万
3
3
0
0
部

【
本
部
・
村
松
加
代
子
記
】
11

月
17
〜
18
日
、
第
26
回
全
国
建
設

研
究
交
流
集
会
を
福
島
県
い
わ
き

市
で
開
催（
参
加
総
数
3
1
1
人
、

東
京
土
建
72
人
）
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
は
福
島
県
立
湯

本
高
校
（
フ
ラ
ガ

ー
ル
ズ
甲
子
園
最

優
秀
賞
受
賞
）
の

フ
ラ
ダ
ン
ス
。
彼

女
た
ち
の
ひ
た
向

き
な
踊
り
に
参
加
者
は
拍
手
喝

采
。主

催
者
あ
い
さ
つ
、
清
水
い
わ

き
市
長
あ
い
さ
つ
後
、
岩
見
良
太

郎
さ
ん
（
埼
玉
大
学
名
誉
教
授
）

が
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
都
市
開
発
の

反
住
民
性
、
国
家
と
大
資
本
の
野

合
を
解
明
。
真
に
ゆ
た
か
な
地
域

と
く
ら
し
を
創
造
す
る
都
市
づ
く

り
へ
の
転
換
に
向
け
て
、
武
田
信

玄
の
治
水
ま
ち
づ
く
り
の
思
想
が

ヒ
ン
ト
だ
と
講
演
。

続
い
て
、
氏
家
正
一
さ
ん
（
建

設
政
策
研
究
所
研
究
員
）
が
、
技

能
実
習
生
失
踪
者
に
つ
い
て
、
ま

た
、
労
組
外
国
人
組
合
員
の
概
要

を
報
告
、
外
国
人
就
労
者
の
労
組

結
集
が
大
切
と
述
べ
ま
し
た
。

伊
東
達
也
さ
ん
（
原
発
問
題
住

民
運
動
全
国
連
絡
セ
ン
タ
ー
筆
頭

代
表
委
員
）
は
、
福
島
原
発
事
故

発
生
か
ら
8
年
7
カ
月
経
っ
た
実

態
と
、
粘
り
強
い
県
民
的
運
動
で

東
電
が
第
二
原
発
4
基
の
廃
炉
を

決
定
。
「
多
く
の
人
々
が
求
め
る

大
義
あ
る
『
原
発
な
く
せ
』
の
国

民
的
運
動
を
粘
り
強
く
継
続
さ
せ

て
い
く
な
ら
ば
、
『
原
発
・
核
燃

サ
イ
ク
ル
か
ら
の
撤
退
』
は
必
ず

や
実
現
」
と
訴
え
ま
し
た
。

2
日
目
の
外
国
人
労
働
者
分
科

会
で
惠
羅
さ
と
み
さ
ん
（
成
蹊
大

学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー

主
任
研
究
員
）は
、

「
建
設
業
界
『
一

丸
』
で
特
定
技
能

外
国
人
の
管
理
・

運
営
シ
ス
テ
ム
を

構
築
。
（
労
働
側

の
）
新
た
な
問
題
へ
の
対
応
、
発

想
、
主
体
的
関
与
の
あ
り
方
が
問

わ
れ
て
い
る
」
と
報
告
。

そ
の
後
、
民
間
労
組
の
取
り
組

み
報
告
や
、
公
務
の
仲
間
が
「
特

定
技
能
外
国
人
の
受
入
れ
で
、
国

交
省
は
内
閣
人
事
局
に
ど
の
程
度

増
員
要
求
し
た
の
か
不
明
。
職
員

不
足
の
中
、
地
方
整
備
局
担
当
部

署
は
従
来
業
務
を
し
つ
つ
外
国
人

労
働
者
に
対
応
。
現
場
で
の
行
政

体
制
を
考
え
な
け
れ
ば
」
「
技
能

実
習
生
の
労
働
条
件
チ
ェ
ッ
ク
を

ど
う
す
る
の
か
問
い
合
わ
せ
し
た

ら
、
職
場
か
ら
局
・
省
、
さ
ら
に

法
務
省
、厚
労
省
に
た
ら
い
回
し
。

国
交
省
発
注
工
事
に
な
ぜ
関
わ
れ

な
い
の
か
。
縦
割
り
行
政
の
大
き

な
問
題
だ
」
と
指
摘
。
さ
ら
に
技

能
実
習
生
の
受
け
入
れ
事
業
主
、

現
地
送
り
出
し
機
関
関
係
者
か
ら

の
発
言
も
あ
り
、
今
後
の
取
り
組

み
に
有
意
義
な
分
科
会
で
し
た
。

中
央
総
決
起
大
会
の
冒
頭
、
主

催
者
あ
い
さ
つ
を
行
な
っ
た
吉
田

三
男
中
央
執
行
委
員
長
は
、
建
設

産
業
は
変
革
期
を
迎
え
て
お
り
、

働
き
方
改
革
は
ま
っ
た
な
し
の
課

題
。
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
で
は
技
能
者
登
録
が
13
万
4

4
5
5
、
事
業
者
登
録
は
2
万
5

3
4
0
と
な
り
、
9
職
種
で
能
力

評
価
基
準
を
認
定
。
9
月
10
月
の

台
風
災
害
対
応
で
は
、
長
野
県
で

全
木
協
と
し
て
55
戸
の
木
造
応
急

仮
設
住
宅
を
建
設
、
千
葉
県
・
神

奈
川
県
で
も
応
急
修
理
が
進
め
ら

れ
て
い
る
と
報
告
し
、
今
日
の
総

決
起
大
会
と
各
省
交
渉
を
成
功
さ

せ
て
、
制
度
政
策
要
求
、
予
算
要

求
の
実
現
に
向
け
て
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

各
省
交
渉
団
の
決
意
表
明
で
は

低
賃
金
・
低
単
価
で
、
休
み
の
少

な
い
労
働
環
境
を
改
善
し
、
若
い

人
が
入
職
で
き
る
魅
力
あ
る
建
設

産
業
へ
変
え
よ
う
と
力
強
く
述
べ

ま
し
た
。

国
保
は
現
行
水
準

賃
上
げ
原
資
充
分

来
賓
と
し
て
国
会
議
員
が
駆
け

つ
け
、
渡
辺
博
道
衆
院
議
員
（
自

民
）
、
初
鹿
明
博
衆
院
議
員
（
立

憲
）
、
増
子
輝
彦
参
院
議
員
（
国

民
）
、
三
浦
信
祐
参
院
議
員
（
公

明
）、伊
藤
岳
参
院
議
員（
共
産
）、

福
島
瑞
穂
参
院
議
員（
社
民
）が
あ

い
さ
つ
に
立
ち
ま
し
た
。
初
鹿
議

員
は
人
手
不
足
の
解
消
の
た
め
に

特
定
技
能
と
い
う
在
留
資
格
を
設

け
て
、
外
国
か
ら
労
働
者
を
入
れ

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
若
い
人
が

魅
力
を
感
じ
て
建
設
産
業
に
入
っ

て
く
る
た
め
に
、
賃
金
を
引
き
上

げ
る
こ
と
が
先
だ
と
述
べ
、
ま
た

三
浦
議
員
は
給
料
が
良
い
、
休
暇

が
あ
る
、
希
望
が
あ
る
、
こ
の
新

3
Ｋ
を
実
現
す
る
こ
と
が
未
来
に

つ
な
が
る
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

勝
野
圭
司
書
記
長
の
基
調
報
告

で
は
、
財
務
省
が
概
算
要
求
か
ら

約
4
兆
円
を
削
減
し
よ
う
と
し
て

い
る
中
で
、
国
保
予
算
の
現
行
補

助
水
準
の
確
保
を
は
じ
め
、
安
全

衛
生
対
策
、
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
、

木
造
住
宅
振
興
、
若
年
技
能
者
育

成
な
ど
の
予
算
要
求
の
取
り
組
み

を
進
め
る
。ま
た
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
、

住
宅
メ
ー
カ
ー
は
史
上
最
高
益
を

上
げ
て
お
り
、
賃
金
・
単
価
引
上

げ
の
原
資
は
十
分
に
あ
る
と
、
運

動
の
強
化
を
訴
え
ま
し
た
。

福
岡
建
労
の
江
口
謙
二
委
員
長

が
仲
間
か
ら
の
決
意
を
表
明
。
ア

ス
ベ
ス
ト
訴
訟
福
岡
高
裁
の
判
決

に
ふ
れ
、
現
場
で
汗
し
た
仲
間
が

健
康
を
害
し
命
を
落
と
し
て
い

く
。
国
や
企
業
は
誤
り
を
認
め
、

被
害
拡
大
防
止
や
基
金
制
度
創
設

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
建
設
だ

か
ら
と
い
う
自
己
責
任
に
は
さ
せ

な
い
と
強
調
し
ま
し
た
。

総
決
起
大
会
は
大
会
決
議
を
全

体
の
大
き
な
拍
手
で
採
択
し
て
終

了
し
、
参
加
者
は
東
京
駅
方
面
へ

デ
モ
行
進
を
行
な
い
ま
し
た
。

全
国
建
設
労
働
組
合
総
連
合（
全
建
総
連
）は
11
月
20
日
、「
11

・
20
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
、
予
算
要
求
、
中
央
総
決
起
大
会
」

を
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開
催
し
ま
し
た
。
全
国
の
50
県
連
・
組

合
、
3
3
7
1
人（
東
京
土
建
は
7
7
3
人
）が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
中
、
全
建
総
連
東
京
都
連
合
会
は
「
11
・
20
全
都
建
設
労
働

者
対
都
要
請
行
動
」
を
開
催
。
個
人
請
願
行
動
と
、
交
渉
団
に
よ

る
各
局
・
各
政
党
要
請
を
行
な
い
ま
し
た
。
今
回
は
対
都
要
請
行

動
に
は
全
支
部
（
1
6
2
4
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
が
、
中
央
総

決
起
大
会
は
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
の
み
の
開
催
と
な
り
、
城
北
ブ

ロ
ッ
ク
の
支
部
と
三
多
摩
支
部
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

■
幕
張
メ
ッ
セ

で
開
か
れ
て
い
た

国
際
的
な
武
器
見

本
市
の
公
式
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
に
、「
近

年
の
日
本
国
憲
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
軍
備
拡
大
、
自
衛
隊

の
海
外
派
遣
、
日
本
の
防
衛
産

業
の
よ
り
積
極
的
な
海
外
展
開

が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、日
本
で
総
合
防
衛
展
示
会

を
展
開
す
る
最
適
な
タ
イ
ミ
ン

グ
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
」
と
記

載
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
見
本

市
を
主
催
し
て
い
る
の
は
、
イ

ギ
リ
ス
の
ク
ラ
リ
オ
ン
・
イ
ベ

ン
ツ
と
い
う
防
衛
・
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
展
示
を
手
掛
け
る
イ
ベ
ン

ト
会
社
だ
。
日
本
の
安
保
法
制

成
立
な
ど
の
状
況
を
見
て
、
実

質
的
に
憲
法
が
改
正
さ
れ
た
よ

う
に
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

■
見
本
市
に
は
防
衛
装
備
庁

が
出
展
し
、
防
衛
省
、
外
務
省
、

経
済
産
業
省
が
後
援
し
て
い
る

が
、
市
民
団
体
や
研
究
者
は
、

憲
法
の
平
和
原
則
と
両
立
し
な

い
と
し
て
開
催
に
反
対
し
て
い

た
。
「
安
保
関
連
法
に
反
対
す

る
マ
マ
の
会
＠
ち
ば
」な
ど
は
、

後
援
す
る
各
省
の
担
当
者
と
交

渉
し
、
イ
エ
メ
ン
内
戦
を
長
引

か
せ
て
い
る
責
任
が
米
英
仏
の

武
器
輸
出
に
あ
る
と
国
連
が
報

告
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
あ

げ
、
中
止
を
要
請
し
て
い
た
。

■
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
訂
正
を

政
府
は
要
求
す
る
べ
き
だ
し
、

き
ち
ん
と
国
民
に
説
明
す
る
べ

き
だ
が
、
戦
争
が
で
き
る
国
づ

く
り
に
と
っ
て
、
見
本
市
は
ま

た
と
な
い
機
会
で
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
改
憲
策
動
を
阻

止
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
視

野
を
広
げ
て
目
を
光
ら
せ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

変
革
期
迎
え
た
建
設
産
業

働
き
方
改
革
は
ま
っ
た
な
し

集会後のデモ行進で諸要求実現をアピール

原発・核燃料サイクル撤退も訴えられた交流集会

豊
か
な
都
市
づ
く
り
へ

建設研究
交流集会

確
定
申
告
向
け

学
習
会
を
開
催

分
科
会
で
は
外
国
人
労
働
者
も

各
支
部
で
12
月
〜
1
月
に
か
け

て
開
催
す
る
、
確
定
申
告
に
向
け

た
学
習
会
へ
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
税
仕
分
け
な
ど
複
雑
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
来
年
度
の
就
業

実
態
調
査
で
、
申
告
書
は
一
人
親

方
の
資
格
確
認
に
な
り
ま
す
。


